
 

業  種 鉄道・軌道 

取組分野 内部監査 

テ ー マ リスクの視点から各部門の取組を確認、充実・強化するための取組（リス

クアプローチ監査） 

取組の狙い 事前に整理した各部門におけるリスクに対し、現状の取組を確認すると共

に、必要に応じて、取組の充実、新たな取組の導入について、各部門と監

査部門とが議論を通じて相互に理解し、リスクに対する取組の充実強化を

図る。 

具体的内容 大阪高速鉄道株式会社では、総務部総務課が事務局となり公益財団法人

鉄道総合技術研究所が実施している「運輸安全マネジメント研修」の「内

部監査員研修」の修了者を内部監査要員として、法令や内部規則との適合

性を重点的に確認する内部監査を実施していたが、平成２８年度に安全推

進室が発足した機会に内部監査体制を強化している。 

 

安全推進室を設置する際に内部監査の手法について監査法人にアドバ

イスを求めたところ、事故や自然災害等、危機事象の未然防止及び発生時

の損失を最小限に抑えるためのリスクマネジメントの観点から、各部門に

おいて経営資源をどのように配分し、各種取組を推進することにより、リ

スクがコントロールされているかを確認する「リスクアプローチ監査」の

提案があり、平成２９年度から安全に対する取組の有効性の視点に基いた

以下に掲げる内部監査の取組を推進している。 

 

【リスクアプローチ監査手順】 

１．各部のベテラン社員を含む内部監査要員がワークショップ（参加体験

型グループ学習）において、各部門に潜在するリスクの洗い出し、リスク

の特定、重要課題とリスクの識別を実施し、「リスクマップ」を作成 

 

＜ワークショップ実施風景＞ 

 

※内部監査要員が被監査部署に潜在するリスクの洗い出しを実施 

 



 

 

２．各部門に対する内部監査時に、監査要員が作成した「リスクマップ」

に記載された潜在するリスク事象に対する対策が講じられ、社内で許容で

きるレベルにリスクがコントロールされているか担当者への聞き取り方

式により確認 

 

３．リスクアプローチ監査において、指摘事項があった場合は、監査要員

と被監査部署により対策や取組を検討し安全管理体制の強化を図る。 

＜リスクマップの一例＞ 

 
 ※縦軸にリスクの重大性、横軸に発生頻度としたマップを作成し、ワーク

ショップにおいて把握したリスクをマップに表示することで潜在するリ

スクの重要度を見える化している。 

取組の効果 １．業務上の潜在するリスクを掘り起こすことが可能 

２．監査要員や被監査部署のリスクを予知・発見する能力が向上 

３．会社経営上のリスクが大きい課題の明確化 

４．業務上の潜在するリスクへの早期の対処が可能 

５．事故や危機事象の未然予防が可能 

事業者名 大阪高速鉄道株式会社 安全推進室 

（連絡先：０６－６８７５－５７８８） 

発生頻度 低い 高い
重要性

高い 地震による車両部品倉庫崩壊
　⇒予備品の不足 爆発物テロ デッドマン（運転士）死亡 台車の亀裂 落雷（直撃雷） 工具の置き忘れ

　⇒過労死 他社で落雷の事例 （台車など）
電磁パルステロ 長時間停電 車内で放火テロ発生 雪の塊落ちる 部品の落下
　⇒車両に搭載した 　⇒駅間に列車が停止 焼身自殺 部品の戻し忘れ
　　電子装置の損傷により ツララ落下 後輩への教育不足
　　運行不能 天井クレーンのワイヤが切れる 感電 忙しすぎて

　⇒重要部・全般検査の工程に支障が出る 転落事故 点検に不備
触車事故

東日本大震災による
主電動機ブラシ不足のような 戸挟みしたまま発車
特定部品の不足 車両課員の 　戸閉装置の整備不良

早期大量退職による要員不足
走行輪タイヤのパンク パンタすり板不足 新型車両の故障続発
　⇒輸送障害が発生 　⇒一社独占のため代替品無し 機器の発火 　⇒初期故障の発生

車両課の懇親行事で 　⇒車両火災の発生 原因不明の故障連発
課員が事故に遭遇する 　⇒経年劣化による故障

メーカーの技術力低下 部品不足 過去の事象を繰り返す
点検協力会社の倒産 協力会社で多数の感染症発症
　⇒重要部・全般検査の施行が不能 ヒヤリ・ハットの軽視 お客さまが車内で転倒

　⇒列車の衝動、
　　床の材質

技術が未熟

気吹き作業による粉塵 若手とベテランのコミュニケーション 水滴、油滴が軌道下に落下する
　⇒作業環境に要注意 不足による暗黙知の伝承不足 シートの隙間に画鋲などの危険物

　⇒課員の年齢構成がいびつ
社員による情報漏えい 　　若い課員が増え、暗黙知が伝わっているか

冬季の早朝、
車内の天井から部品が落下 車内が寒い
車内設備損傷によるお客さまの負傷 暖房効率が悪い

感染症（新型インフル） 　⇒車内での落下物 冷房の効きが悪い
車両管理システムに異常発生 などが拡大 　⇒空調の苦情多い

車両故障 　⇒パンデミック 時間外と業務量が バードストライク
リアルタイムで状況が 　　要員不足 あわない 鳥と衝突し、フロントガラスが割れる デッドマン操作
分からない　IOTで 時間外・業務管理
何とかならないか 一昼夜交代勤務者が 車両検査装置のコンピュータ故障

急病で倒れる 機能検査が終わらない
機能検査中、

検査用PCのOSがXPのまま ATC/TDユニット交換したが
　⇒サポートが終了し、脆弱 総合試験ができない

新形式車両導入に関わる 　⇒機能検査の工程に支障
運転取扱心得改訂漏れ 車両状況表を手作業で作成

確認に手間
　⇒チェックミスの発生

低い 　　　ヒューマンエラー

発生頻度 低い 高い

車両課で想定されるリスク

監査の視点

・工具の置き忘れや部品などの落下

・他社で直撃雷があったが大丈夫か

・後輩への教育不足や多忙で点検に不備

・台車に亀裂が発見される


